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03年3月期損益は減収（-1.2%）増益（+4.5%）。

04年3月期はEC・EDIｼｽﾃﾑ事業の立直しとJFEｽ
ﾁｰﾙ新統合ｼｽﾃﾑ対応需要により増収（+8.4%）増
益（+4.9%）の見込み。

①ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ強化による販売拡大と②ｼｽﾃﾑ開発
ｺｽﾄの削減を柱とする中期3ヵ年計画を策定。

　　→売上高：420億円、経常利益30億円　　　　　　
　　 （06年3月期連結、Ｍ＆Ａ含まず） 　　

本日のポイント
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Ⅰ．2003年3月期
　　　決算概況
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2003年3月期の業績（単体：計画比） 　
単位：百万円

実績計画 率金額

ｰｰ(3.0%)(3.1%)（当期純利益率）

△9.0%△90907997当期純利益

ｰｰ(5.6%)(5.6%)（経常利益率）

△6.5%△1171,6871,804経常利益

ｰｰ(5.6%)(5.6%)（営業利益率）

△6.4%△1161,7061,822営業利益

ｰｰ(17.0%)(17.3%)（売上総利益率）

△7.7%△4305,1735,603売上総利益

△6.3%△2,02430,34432,368売上高

増減2003年3月期
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2003年3月期の業績（単体：前期比）

単位：百万円

ｰｰ(3.0%)（2.8%）（当期純利益率）

率金額

+4.0%+35907872当期純利益

ｰｰ(5.6%)（5.3%）（経常利益率）

+4.5%+731,6871,614経常利益

ｰｰ(5.6%)（5.4%）（営業利益率）

+3.1%+511,7061,655営業利益

ｰｰ(17.0%)(16.6%）（売上総利益率）

+1.7%+865,1735,087売上総利益

△1.2%△35430,34430,698売上高

増減2003年

3月期

2002年

3月期
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事業別売上内訳（単体：前期比）
単位：百万円

率金額

△1.2%△35430,34430,698全社計

+3.6%+2226,4166,194ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･ｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ事業(PBS)計

(△5.0%)(△641)（12,132）(12,773)　(うち川鉄以外)

(+0.6%)(+66)(11,796）(11,730)　(うち川鉄向け)

△2.3%△57523,92824,503ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業(BAS)計

増減2003年

3月期

2002年

3月期
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売上高増減の要因

前期比増減 ： △354百万円、△1.2％

・川鉄向けBASは統合業務の増はあったものの、新規開
発抑制等によりほぼ横ばい（+66百万円）　　　　　　　　　
　（03/4月の統合対応はﾄﾗﾌﾞﾙなく完了）

・金融向けBASが大型案件終了、新規案件の失注等に
より減少（△5億円）し、川鉄以外のBASは売上減　　
（△641百万円）

・PBSはEC/EDIｼｽﾃﾑは不振であったが、電子帳票ｼｽﾃ
ﾑ、CRMｼｽﾃﾑ中心に売上増（+222百万円）
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事業別売上総利益内訳（単体：前年同期比）

単位：百万円

+1.7%+865,1735,087全社計

率金額

ｰｰ（17.0%）（16.6%）（売上総利益率）

ｰｰ(22.6%)（22.9%）（売上総利益率）

+2.0%+291,4491,420
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･ｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ事業(PBS)計

ｰｰ(15.6%)（15.0%）（売上総利益率）

+1.6%+573,7243,667
ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業(BAS)計

増減2003年

3月期

2002年

3月期
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売上総利益増減の要因

前期比増減 : +86百万円、+1.7％

　　・製造流通向けの原価、人事ｼｽﾃﾑにおけ
る開発効率の向上、および外注ｺｽﾄの削
減によりBASの売上総利益率が向上した。

　　・一方PBSはEC/EDIｼｽﾃﾑ事業の不振（*）
により、売上総利益率が低下した。

　　　 　（*）売上総利益前期比1億円強のﾏｲﾅｽ
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販管費、営業外損益の増減（単体：前期比）

販売費・一般管理費 : +35百万円

　　（02/3：3,431百万円→03/3：3,466百万円）

　　　　＊計画比：△314百万円

　　（計画：3,780百万円→実績：3,466百万円）

営業外損益：+21百万円

　　（02/3：△40百万円→03/3：△19百万円）
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2003年3月期の業績（連結） 　
単位：百万円

実績計画 率金額

ｰｰ(2.6%)(2.7%)（当期純利益率）

△7.6%△779341,011当期純利益

ｰｰ(5.3%)(5.2%)（経常利益率）

△3.2%△631,8861,949経常利益

ｰｰ(5.3%)(5.3%)（営業利益率）

△3.3%△641,9051,969営業利益

ｰｰ(17.8%)(18.0%)（売上総利益率）

△5.4%△3666,3566,722売上総利益

△4.3%△1,58735,66437,251売上高

増減2003年3月期
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売上高の推移
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販売先業種構成
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主要新規受注案件

・通信会社「新販促ｼｽﾃﾑ」

・信販会社「ｺｰﾙｾﾝﾀｰｼｽﾃﾑ」

・ｿﾌﾄﾊﾟｯｹｰｼﾞﾍﾞﾝﾀﾞｰ「ECｻｲﾄDB構築」

・都市銀行「分散型帳票ｼｽﾃﾑ」

・金融機関「電子帳票ｼｽﾃﾑ」

・都市銀行「ｅﾊﾞﾝｷﾝｸﾞｼｽﾃﾑ」

・不動産会社「賃貸管理ｼｽﾃﾑ」

・電力会社「人事厚生ｼｽﾃﾑ」

金
融

他

・自動車ﾒｰｶ、総合商社

　　　「次世代情報基盤構築」

・外資系日用雑貨ﾒｰｶ「海外ＥＤＩ」

・事務機器ﾒｰｶ「販売分析ｼｽﾃﾑ」

・輸入雑貨販売 「販売分析ｼｽﾃﾑ」

・石油会社「目標損益管理ｼｽﾃﾑ」

・製薬会社「人事給与ｼｽﾃﾑ」

・厨房機器ﾒｰｶ「販売物流ｼｽﾃﾑ」

・不織布ﾒｰｶ「生産管理ｼｽﾃﾑ」

・ｽﾃﾝﾚｽ加工「生産計画ｼｽﾃﾑ」

製
造
流
通

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ・ｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ・ｼｽﾃﾑ
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Ⅱ．2004年3月期
業績見通し
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2004年3月期業績予想（単体）

率金額

+10.3%+1,17712,73311,556EPS（円/株）
+10.3%+931,000907当期純利益

ｰｰ(5.4%)(5.6%)（経常利益率）

+4.9%+831,7701,687経常利益

+3.8%+641,7701,706営業利益

ｰｰ(16.8%)(17.0%)（売上総利益率）

+6.7%+3475,5205,173売上総利益

+8.4%+2,55632,90030,344売上高

増減2004年

３月期

2003年

３月期

単位：百万円
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売上高 ： 前期比+2,556百万円（+8.4%）増収

　金融向けBASの減を織り込んでいるが、JFE新統
合ｼｽﾃﾑ関連需要、ならびにEC/EDIｼｽﾃﾑの立
直しとCRMｼｽﾃﾑの成長によるPBSの事業拡大
を行い、+8.4%の増収を見込んでいる。

経常利益 ： 前期比+83百万円（+4.9%）増益

　単価ﾀﾞｳﾝの影響とﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ強化のための販管
費の増加を織り込んだことにより、増益幅は若干
縮小し、経常利益ﾍﾞｰｽで+4.9%の増益の見込み
である。

04年3月期見通しのポイント
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　2004年3月期経営指標（単体）　

率金額

+4.9%+0.061.291.23経常利益／人

+8.4%+1.924.022.1売上高／人

0%01,3741,374従業員数（人）

ｰｰ13.3%13.4%ＲＯＥ

ｰｰ49.7%44.6%株主資本比率

△0.4%△6515,95016,015総資本

+11.0%+7867,9307,144株主資本

△58.6%△9907001,690有利子負債

増減2004年

３月期

2003年

３月期

単位:百万円
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2004年3月期業績予想（連結）　　　　　
単位：百万円

率金額

+10.3%+1,22113,11611,895EPS（円/株）
+10.3%+961,030934当期純利益

ｰｰ(5.1%)(5.3%)（経常利益率）

+2.3%+441,9301,886経常利益

+1.8%+351,9401,905営業利益

ｰｰ(17.7%)(17.8%)（売上総利益率）

+4.5%+2846,6406,356売上総利益

+5.4%+1,93637,60035,664売上高

増減2004年

３月期

2003年

３月期
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　2004年3月期経営指標（連結）　

単位:百万円

率金額

+2.3%+0.031.211.18経常利益／人

+5.4%+1.223.522.3売上高／人

0%01,5971,597従業員数（人）

ｰｰ13.6%13.7%ＲＯＥ

ｰｰ45.1%40.2%株主資本比率

△0.0%△717,81017,817総資本

+12.0+8638,0307,167株主資本

△52.1%△9909101,900有利子負債

増減2004年

３月期

2003年

３月期
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Ⅲ.中期3ヵ年計画の概要
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中期経営目標

JFEｽﾁｰﾙ向け以外をさらに伸ばし、
　事業規模を拡大する
　　→M&Aも含め売上高500億円/年へ

JFEｽﾁｰﾙ新統合ｼｽﾃﾑ構築を計画
　通り推進する　　　　　　　　　　　
→04/4：経営管理系（経理、資材等）ｼｽﾃﾑﾘﾌﾚｯｼｭ　
→05/4：販売～生産～物流の一貫運営、一元化
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中期収益計画（向先別）
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中期収益計画（ｾｸﾞﾒﾝﾄ別）
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中期重点課題

JFEｽﾁｰﾙ新統合システムの構築

マーケティング強化

システム開発コストの削減

事業規模の拡大（M&A)
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JFE新統合システムの構築

開発・維持生産性向上を実現する構　
　築技術の採用　　　　　　　　　　　　　　　
　（ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ再利用、修正の局所化が可能なｼｽﾃﾑ

　　構造を指向）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　→web/Java、ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向、共通DB

業務量、質に見合う要員確保のため　
　のﾊﾟｰﾄﾅｰ確保　　　　　　　　　　　　　　
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マーケティング強化

販売力強化のために
　　→マーケティング部設置（03年4月）
　　→SI系とプロダクト系の融合による業種別ｿ　
　　　ﾘｭｰｼｮﾝ（部品組立型製造業等）提供を狙い
　　　とした組織再編（03年7月）
　　→旧川鉄顧客・取引先へのｱﾌﾟﾛｰﾁ、社外　　
　　　ｱﾗｲｱﾝｽ強化、造船SCM提案etc.を推進

豊田事務所を事業所に格上げし、　　
　営業権、開発権を付与（03年4月）
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業種別売上高の推移
　　　　（JFEｽﾁｰﾙ向けを除く、単体）　
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システム開発コストの削減

開発技術の革新　　　　　　　　　　　　　
　「部品化、再利用の徹底～労働集約　
　型開発からの転換」

　　→当社流ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向の普及、ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ　　　
　　　と優位性のｱﾋﾟｰﾙ。

　　→専任組織を設置し、中期3ヵ年でｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ　　
　　指向適用案件売上高35億円（大幅な利益率　
　　向上）を目指す。
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当社流ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向とは

　名称「ＡGILO2」 ｱｼﾞｬｲﾛﾂｰ （仮称）

①当社が長年研究・適用してきたﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ構
　築技術（ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ技術）と、②ｿﾌﾄｳｪｱの部品化
　再利用技術を、ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向によって一体化　
　したﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ構築手法。

ｼｽﾃﾑ構築方法論に加え、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理手法、
　実現のためのﾂｰﾙ群を体系化したもの。
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適用ｼｽﾃﾑ構築実績等

これまでに9件の適用実績有り

　・信託銀行「不動産信託ｼｽﾃﾑ」　　　　　　　　　　　　　　　
　・不動産会社「賃貸管理ｼｽﾃﾑ」　　　　　　　　　　　　　　　
　・海外製鉄所「熱延生産管理ｼｽﾃﾑ」　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　etc.

情報ｼｽﾃﾑの激しい価格破壊に対応　
　した大幅な開発・ﾒﾝﾃﾅﾝｽの生産性向
　上を見込む。
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事業規模の拡大（Ｍ＆Ａ）

情報ｻｰﾋﾞｽ業界で勝ち抜くためには　　
　事業規模の拡大が不可欠　　　　　　　　

　　→早期に売上高500億円/年を達成　
　　・視点①部品組立型製造業系情報子会社
　　・視点②ﾆｯﾁ市場でもﾄｯﾌﾟｼｪｱ事業を持つ会社
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川鉄情報システム株式会社

ご静聴ありがとうございました。

（ご注意）
本資料の将来の業績等に関する見通しは、リスクや不確

定な要因を含んでおります。実際の業績は、さまざまな要因
により、見通しとは異なる結果となりうることをご承知おき願
います。


